
淡路地域ビジョン委員会淡路島絵図「ん!?」
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まちかどトピックス

ま
ち
か
ど
ト
ピ
ッ
ク
ス

地
域
の
催
し
や
明
る
い
話
題
な
ど
が

ご
ざ
い
ま
し
た
ら
、
気
軽
に
広
報
係

ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

☎
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・
５
０
０
３（
情
報
課
）

2010.3.1発行

入
園
者
１
０
０
万
人
達
成
！

広報 

　懐かしいおいしい港町 " 福良 " を観光客に散策してもらおう

と、淡路地域ビジョン委員会の観光振興グループが「淡路島絵

図（福良編）『ん !?』」を作成しました。

　イラスト入り地図で名所を紹介しており、観光客の滞在時間

にあわせて散策できる３種類のまち歩きコースも掲載していま

す。また、港町福良の周辺で獲れる旬の海産物を紹介した「お

魚カレンダー」も掲載。島内の観光案内所等で入手できます。

子
ど
も
伝
統
芸
能
発
表
会

さ
か
な
節
保
存
会
が
録
音
・
制
作

大
漁
さ
か
な
節
Ｃ
Ｄ
完
成

ち
ど
り
保
育
所

お
魚
っ
て
、ど
ん
な
ん
？

西
淡
公
民
館

　

子
ど
も
た
ち
に「
食
べ
物
」と
し

て
の
魚
、「
生
き
物
」と
し
て
の
魚

を
好
き
に
な
っ
て
も
ら
お
う
と
、

ち
ど
り
保
育
所（
福
良
）で
２
月
16

日
、ブ
リ
を
さ
ば
く
様
子
を
見
学

し
て
、新
鮮
な
ブ
リ
を
味
わ
っ
て
も

ら
う
催
し
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

地
元
の
別
所
水
産
の
別
所
伸
治

さ
ん
が
包
丁
を
ふ
る
い
、
約
５
㎏

の
寒
ブ
リ
２
匹
を
さ
ば
い
て
、ブ
リ

し
ゃ
ぶ
に
し
て
、い
た
だ
き
ま
し
た
。

灘
黒
岩
水
仙
郷

プロポーズ瓦コンテスト瓦（かわら）ぬ愛はここにある
　今年で 13回目を迎えるプロポーズ瓦コンテスト（市観光協会主催）が２

月 13日、慶野松原で開催されました。

　同コンテストでは、カップルらが昨年１年間に制作した 105 枚のうち、応

募のあった 63点の作品を審査。特産のいぶし瓦（縦 25㎝×横 28㎝）には、

思いを込めたメッセージが刻み込まれ、５点の作品が優秀作品に選ばれました。

【優秀作品（敬称略）】原田弥寿久（豊岡市）、武智政公（愛媛県）、青木牧人（大

阪府）、原田せいじ（福岡県）、坂梨裕司（愛知県）

　

第
６
回
南
あ
わ
じ
子
ど
も
伝
統

芸
能
発
表
会
が
２
月
13
日
、
西
淡

公
民
館
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

10
団
体
に
よ
る
11
演
目
が
披

露
さ
れ
、
市
内
各
地
区
で
伝
統

芸
能
を
継
承
す
る
子
ど
も
た
ち
約

２
４
０
人
が
、
日
ご
ろ
の
練
習
の

成
果
を
発
表
し
ま
し
た
。

　

だ
ん
じ
り
唄
や
お
ど
り
、
淡
路

人
形
浄
瑠
璃
な
ど
、
子
ど
も
た
ち

の
元
気
い
っ
ぱ
い
の
唄
声
や
、
か

わ
い
い
踊
り
、
息
の
合
っ
た
真
剣

な
表
情
の
演
技
に
、
会
場
か
ら
は

▲上町（かみまち）踊り保存会による「上町踊り」

▲完成したＣＤ

　

民
謡
「
大
漁
さ
か
な
節
」
の
Ｃ
Ｄ

が
完
成
し
ま
し
た
。
こ
の
民
謡
は
、

福
良
地
区
で
幕
末
期
か
ら
流
行
し
、

昭
和
40
年
頃
ま
で
、
初
漁
や
大
漁
、

新
築
、
婚
礼
な
ど
、
祝
い
の
席
で
披

露
さ
れ
て
い
ま
し
た
が
次
第
に
歌

わ
れ
な
く
な
っ
て
い
ま
し
た
。

　

そ
こ
で
、
な
ん
と
か
地
元
の
民
謡

▲さばく途中のブリをさわって喜ぶ園児。切身をブリしゃ
ぶにして美味しく頂きました

大
き
な
拍
手
が
送
ら
れ
ま
し
た
。

▲ブリをさばく様子に見入る園児たち

▲審査員から最多得票を獲得した家族の絆
を刻んだ原田弥寿久さんの作品

　

南
あ
わ
じ
市
出
身
で
市
川

高
校
３
年
の
南
聖
也
さ
ん
（
神

代
）
と
三
原
中
学
校
３
年
の

福
岡
翔
輝
さ
ん
（
八
木
）
の

２
人
が
、
大
相
撲
部
屋
「
伊

勢
ヶ
濱
部
屋（
東
京
都
）」
に

入
門
が
決
ま
り
、
２
月
５
日

に
は
、
南
あ
わ
じ
市
役
所
で

壮
行
会
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

南
さ
ん
は
身
長
１
７
３
㎝
、

体
重
１
２
５
㎏
で
、
小
学
４

年
生
か
ら
三
原
相
撲
道
場
に

入
門
。
昨
年
に
は
近
畿
大
会

無
差
別
級
で
準
優
勝
す
る
な

お
め
で
と
う

ど
、
こ
れ
ま
で
数
々
の
戦
歴
を

残
し
て
い
ま
す
。

　

福
岡
さ
ん
は
、
身
長
１
６
９

㎝
、
体
重
90
㎏
で
、
同
じ
く
小

学
４
年
生
か
ら
三
原
相
撲
道
場

に
入
門
。
中
学
２
年
で
全
国
中

学
校
相
撲
大
会
に
出
場
し
た
ほ

か
、
昨
年
は
全
淡
相
撲
大
会
で

優
勝
を
果
た
し
ま
し
た
。

　

２
人
は
今
月
に
大
阪
府
立
体

育
館
で
開
か
れ
る
春
場
所
の
前

相
撲
に
出
場
す
る
予
定
で
す
。

　

長
年
、
参
画
と
協
働
で
地
域

づ
く
り
に
貢
献
し
、
そ
の
功
績

が
優
れ
た
個
人
・
団
体
に
各
賞

が
贈
ら
れ
ま
し
た
。

◆
こ
う
の
と
り
賞

岡　

八
代
井
さ
ん（
松
帆
）

川
添　

啓
子
さ
ん（
福
良
）

喜
田　

延
子
さ
ん（
市
）

木
下　
　

淑
さ
ん（
市
）

下
野
ミ
ツ
子
さ
ん（
沼
島
）

長
手　

正
子
さ
ん（
福
良
）

橋
本
紀
美
子
さ
ん（
倭
文
）

北
条
志
津
子
さ
ん（
八
木
）

堀
川
真
奈
美
さ
ん（
八
木
）

松
並　

弘
子
さ
ん（
福
良
）

箕
浦
千
賀
子
さ
ん（
松
帆
）

◆
く
す
の
き
賞

中
筋
グ
ル
ー
プ（
広
田
）

大
相
撲
部
屋
に
入
門

▲１時間で回れる「福良の地場産業とノスタルジック福良
街中散策コース」などおすすめコースも紹介されています

▲唄に三味線や太鼓などの鳴り物も
入り、歌詞も追加して復活させました

兵
庫
県
表
彰

▲市地区子どもだんじり唄クラブによる「だんじり唄」

　

灘
黒
岩
水
仙
郷
の
入
園
者
数

が
、
平
成
８
年
度
の
公
営
化
後

か
ら
数
え
て
、今
年
１
月
25
日
で

１
０
０
万
人
を
突
破
し
ま
し
た
。

　

１
０
０
万
人
目
と
な
っ
た
の
は
、

大
阪
府
羽
曳
野
市
の
西
井
宗
次
さ

ん
須
美
恵
さ
ん
ご
夫
婦
。一
泊
旅
行

で
来
島
さ
れ
25
日
午
前
10
時
前
に

入
園
し
て
1
０
０
万
人
目
と
な
り

ま
し
た
。記
念
の
く
す
玉
割
が
割

ら
れ
、中
田
市
長
が「
淡
路
瓦
の
置

物
」「
水
仙
」「
淡
路
た
ま
ね
ぎ
」「
灘

み
か
ん
」「
市
内
産
こ
し
ひ
か
り
」

の
記
念
品
を
手
渡
し
ま
し
た
。

▲100万人目の入園者となった西井宗次さん（左から３
人目）と妻の須美恵さん（同２人目）

▲南聖也さん

（H22年１月11日撮影）

▲福岡翔輝さん

　

西
井
さ
ん
は
、「
結
婚
以
来
は
じ

め
て
の
夫
婦
二
人
き
り
の
旅
行
で

記
念
に
な
り
ま
し
た
。来
て
よ
か
っ

た
」と
喜
ん
で
い
ま
し
た
。ま
た
こ

の
日
、記
念
イ
ベ
ン
ト
と
し
て
先
着

１
０
０
人
に
水
仙
の
切
花
と
灘
み

か
ん
を
プ
レ
ゼ
ン
ト
し
ま
し
た
。

　

同
水
仙
郷
は
、
公
営
化
し
て

園
路
や
駐
車
場
な
ど
の
整
備
も

進
め
、
平
成
19
年
度
か
ら
は
指

定
管
理
者
制
度
で
灘
黒
岩
自
治

会
が
運
営
管
理
し
て
い
ま
す
。入

園
者
数
は
、平
成
８
年
度
に
年
間

３
万
４
０
０
０
人
で
し
た
が
、近
年

は
７
〜
９
万
人
が
訪
れ
、咲
き
誇

る
日
本
水
仙
は
、市
の
花
に
も
決

ま
り
ま
し
た
。

を
復
活
さ
せ
よ
う
と
有

志
15
人
が
集
ま
り
、
平
成

20
年
10
月
に
保
存
会
（
原

田
吉
郎
会
長
）
が
結
成
さ

れ
ま
し
た
。
南
淡
公
民

館
で
練
習
を
重
ね
な
が

ら
、
現
在
は
、
さ
ま
ざ

ま
な
催
し
に
も
出
向
い

て
披
露
し
て
い
ま
す
。

　

保
存
会
で
は
、後
世
に
伝
え
普

及
す
る
た
め
、も
っ
と
こ
の
民
謡
を

知
っ
て
も
ら
え
る
よ
う
に
、ま
た
、

何
度
も
聴
い
て
覚
え
て
も
ら
え
る

よ
う
に
と
録
音
を
行
っ
て
Ｃ
Ｄ
を

完
成
さ
せ
ま
し
た
。

問
南
淡
公
民
館
☎
50
・
３
０
４
８


